
日本森林資源は充実してきている

国土の67%が森林、２千５百万ha

昭和の大造林を経て１千万haの人工林

総蓄積はこの1966年から2012年で2.6倍、人工林で5.5倍

造成過程で現在価値に換算して２５兆円の資金と延べ１０

億人の労力を投入

適切な投資を行い森林資源の経済価値を高める

日本の特徴は1945年までの戦争と復興に多くの木材が使用されその
後1960年代まで現在の3倍以上伐採されて森林は若齢化した。
その後の森林回復活動と輸入木材に需要が代替される事で現状ま
で回復した。日本の森林はやっと育ってきた状態である。

資料２－２
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人工林の齢級配置の推移

「わが国林業、木材産業の今後の可能性」 日本政策投資銀行

緑は昭和41年度

青は平成24年度3月

この50年で10齢級以上（51年生以上の人工林の面積は47万haから523万haに増加

46～50年生
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森林・林業基本計画について

平成28年5月24日に新たな森林・林業基本計画が閣

議決定。

1. 本格的な利用期を迎えた森林資源

2. 非住宅分野等における新たな木材需要

3. 主伐と再造林対策の強化

4. 国産材の安定供給体制

5. 林業・木材産業の成長産業化

平成28年5月24日に新たな森林・林業基本計画
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森林の機能に対する国
民の期待は時代と共に
敏感に変化していく。

林業の主たる目的である
木材生産は特に激しく変
化した。

1980年に2位であったも
のが1999年には9位と最
下位、そこから再び期待
値は上昇し2015年には4
位になった。
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森林と国有林に期待する役割

平成28年度林業白書
注１：消費者モニターを対象とした調査結果。

２：この調査での「消費者」は、農林水産行政に関心がある20歳以上の者で、原則としてパソコンでイン
ターネットを利用できる環境にある者。
資料：農林水産省「森林資源の循環利用に関する意識・意向調査」（平成27(2015)年10月）
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国内の林業のプラス面マイナス面

プラス面

• 森林蓄積の増加

• 自給率の回復

• スギ需要の拡大

• バイオマス発電の増加

• 国産材利用の合板増加

• 若干若手人材が増大

• クリーン木材法が成立

• 森林認証の増大

• 公共建築の木造化法

• 新しい木材の使い方

• 間伐が市民に知られた

マイナス面

• 住宅着工数の下落

• 木材価格長期下落

• 林業従事者の減少

• 間伐技術の単純化

• 森林所有者の所得が無い

• 再造林の放棄

• スギが最も安い木材

• 育林の合理化が進まない

• 環境の配慮が行われない

• 森林管理技術の低下

• 市民との関係が表面的
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日本と諸外国との林業施業コストの比較

http://www.dbj.jp/ja/topics/region/industry/files/0000027143_file2.pdf
我が国林業・木材産業の今後の可能性
日本政策投資銀行 (出所：中国木材㈱受領資料より制作）

*50年生のスギにおいて1ha当たりの伐採材積量を375㎥と仮定した場合の山主収入（円/ha）
*171万 40万 82万 134万
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立木価格平成28年の価格
スギ昭和55年の17%
ヒノキは14% マ
ツとスギの価格は逆転

丸太価格平成28年の価格
スギ昭和55年の31%
ヒノキ25%

木材価格の推移

平成28年度林業白書より

ヒノキの丸太に占める立木価格

S46年60% H 8年47%

S55年56% H18年41%

S56年58% H27年38%

S61年55% H28年35% 10



木材価格と立木価格の割合の推移

53

63 65
70

62
57 59

54 54

45

29

22 22 21 21 22

31

40 40
37

32 31
28

23
20

16

8 6 6 5 5 4
0

10

20

30

40

50

60

70

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

S3
0 

   
(1

95
5)
年

35
   

   
(6

0)
40

   
   

(6
5)

45
   

   
(7

0)
50

   
   

(7
5)

55
   

   
(8

0)
60

   
   

(8
5)

H2
  

 (9
0)

7 
  (

95
)

12
   

(2
00

0)
17

   
(0

5)
22

   
(1

0)
24

   
(1

2)
25

   
(1

3)
26

   
(1

4)
27

   
(1

5)

スギの立木、丸太、製品価格の推移

スギ立木

スギ中丸太径14～22cm 長3.65～4.0m

スギ正角厚10.5cm 幅10.5cm 長3.0m

スギの丸太価格に占める立木の率

スギの正角価格に対す立木の率

1997～
2001年
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ヒノキの立木、丸太、正角価格の推移

ヒノキ立木

ヒノキ中丸太径14～22cm 長3.65～4.0m

ヒノキ正角厚10.5cm 幅10.5cm 長3.0m

ヒノキの丸太価格に占める立木の率

ヒノキの正角価格に占める立木の率

1997～
2001年
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注

注１：山元立木価格は、利用材積１㎥当たり平均価格（各年３月末現在）。

２：丸太価格は、各工場における工場着購入価格。

３：製材品価格は、小売業者への店頭渡し販売価格。

４：製材品価格のうちベイツガ正角については、平成19(2007)年に、統計の調査品目から削除された。

資料：一般財団法人日本不動産研究所「山林素地及び山元立木価格調」、農林水産省「木材需給累年報告書（平成７(2005)年９月）」（昭和
30(1955)～平成２(1990)年）「木材需給報告書」（平成７(1995)～26(2014)年）、「木材価格」（平成27(2015) 年）
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